
な
い

げ
  

４
月
17
日
、
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
な
か
で
、
小
栗
内
外
大
神
宮
の
春
の
例
祭
が
行
わ

だ
い
だ
い
か
ぐ

ら

れ
、
太
々
神
楽
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
太
々
神
楽
は
、
寛
延
４
年
（
１
７
５
１
）
、
山
城
国
（
現
在
の
京
都
府
）
愛
宕
郡

や
ま
し
ろ
の
か
み
の
り
ま
さ

三
嶋
神
宮
宮
司
ら
に
よ
っ
て
、
当
時
内
外
大
神
宮
の
宮
司
だ
っ
た
小
栗
山
城
守
宜
政
に
伝

え
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
以
来
約
２
５
０
年
受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
神
楽
で
す
。

■
小
栗
内
外
大
神
宮
太
々
神
楽

　
こ
の
日
の
内
外
大
神
宮
境
内
に
は
、

伝
統
の
舞
を
一
目
見
よ
う
と
市
内
外
か

ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
大
太
鼓
と
大

つ
づ
み

は
や

し

鼓
、
笛
で
奏
で
ら
れ
る
お
囃
子
に
あ
わ

せ
て
神
楽
師
が
舞
い
始
め
る
と
、
カ
メ

ラ
を
か
ま
え
て
そ
の
姿
を
収
め
よ
う
と

す
る
人
た
ち
の
姿
も
見
え
ま
し
た
。
ま

た
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
舞
台
か
ら

餅
や
菓
子
が
ま
か
れ
る
と
、
集
ま
っ
た

地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
我
先

に
と
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。



　
平
成
12
年
４
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
国
の
指
示
や
命
令
に
よ
り
動
い
て
き
た

時
代
か
ら
、
市
町
村
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
で

行
政
施
策
や
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
・
実
施
し
て
い

く
、『
地
方
の
時
代
』『
市
町
村
の
時
代
』
へ
と
移

行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。国
か
ら
県
へ
、県
か
ら
市

へ
と
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
責
務
を
担
う
市
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
進
み
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
２
０
３
０
年
に

は
30
％
に
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
網
の
発
達
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
人
び
と
の
生
活
圏
が
拡

大
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
高
度
化
し
、
市

町
村
の
区
域
を
超
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

が
増
大
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、長
引
く
景
気
の

低
迷
な
ど
に
よ
っ
て
、国
・
地
方
の
財
政
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
よ
り
効
率
的
で
合
理

的
な
行
財
政
運
営
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く
た
め
に
は
、

基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
行
財
政
基
盤

を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
有
効
な

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
市
町
村
合
併
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
合
併
に
よ
り
、行
財
政
の
効
率
化
・
合
理
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、住
民
の
生
活
圏
に
合

　下館市・関城町・明野町・協和町の合併により、３月28日、県西地域の中心都市と
なる筑西市が誕生しました。県内では、現在、13地域32市町村が法定協議会を設置。
平成18年３月末までに、新たに12の市が誕生する予定です。
　全国的に広まる市町村合併の背景と、県内の合併状況を紹介します。

人口…… 113,819人（県内６位）

世帯……  35,216世帯（県内７位）

面積……  205.35�（県内７位）

小学校数……20校　　中学校数……７校

市
が
主
体
と
な
る
『
地
方
の
時
代
』
へ

近年の県内市町村数の動きわ
せ
た
広
域
的
視
点
か
ら
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
個
性
的
で
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。国
は
、時
限
立
法
で
あ

る
合
併
特
例
法
を
制
定
し
、
地
方
交
付
税
の
激

変
緩
和
措
置
や
優
遇
措
置
、
合
併
特
例
債
な
ど

の
財
政
支
援
を
用
意
し
て
、
自
主
的
な
市
町
村

合
併
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、現
在
、全

国
的
に
市
町
村
合
併
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。全
国
の
市
町
村
数
は
、平
成
の
大
合
併
が
始

ま
る
前
の
平
成
11
年
３
月
に
は
３，
２
３
２
で

し
た
が
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
は
大
幅
に

減
っ
て
２，
３
９
５
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
特

例
法
の
経
過
措
置
が
あ
る
平
成
18
年
３
月
末
ま

で
に
は
さ
ら
に
合
併
が
進
み
、
全
国
の
市
町
村

数
は
１，
８
２
２
と
な
る
見
込
み
で
す
。

全
国
的
に
広
ま
る
市
町
村
合
併

2

＊平成17年３月１日の常住人口をもとに算出



　
私
た
ち
の
ま
ち
、
筑
西
市
は
、
下
館
市
・
関
城

町
・
明
野
町
・
協
和
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま

し
た
。
平
成
15
年
６
月
24
日
の
合
併
協
議
会
設

置
か
ら
約
１
年
９
か
月
。そ
の
間
、16
回
の
協
議

会
を
開
催
し
、
49
項
目
（
１
２
７
３
事
業
）
を
協

議
。平
成
16
年
７
月
８
日
、県
知
事
に
合
併
申
請

書
を
提
出
。
11
月
12
日
に
は
総
務
大
臣
の
告
示

に
よ
り
４
市
町
の
合
併
が
法
的
に
決
定
。
そ
し

て
３
月
28
日
、『
人
と
自
然
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
共
生
文
化
都
市
』を
将
来
像
に
掲
げ
て
、筑
西

市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
筑
西
市
だ
け
で
な
く
、
県
内
で
も
多
く
の
市

町
村
で
合
併
に
向
け
て
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

筑
西
市
が
誕
生
し
た
日
と
同
じ
３
月
28
日
に
は
、

か
す
み
が
う
ら
市
、取
手
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
22
日
に
は
、
坂
東
市
、
稲
敷
市
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
法
定
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
地
域

は
、県
内
で
13
地
域
32
市
町
村
に
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、筑
西
市
に
隣
接
す
る
桜
川
市
は
、今

年
10
月
１
日
に
、
下
妻
市
は
来
年
１
月
１
日
に

誕
生
し
ま
す
。
他
の
10
の
地
域
も
、
平
成
18
年

３
月
末
ま
で
に
順
次
、
新
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
予
定
で
す
。平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、県

内
の
市
町
村
数
は
62
（
市
26
・
町
27
・
村
９
）。
合

併
を
予
定
し
て
い
る
地
域
す
べ
て
で
合
併
が
実

現
す
れ
ば
、
平
成
18
年
３
月
末
に
は
市
町
村
数

は
44
（
市
32
・
町
10
・
村
２
）
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
合
併
で
、
県
内
の
市
町
村
の
枠
組
み

は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
町
村

が
果
た
す
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

県
内
32
市
町
村
が
合
併
を
協
議
中

 常陸太田市 H16.12.1（合併済）
（常陸太田市・金砂郷町・水府村・里美村）

 日立市  H16.11.1（合併済）
（日立市・十王町）

 那珂市  H17.1.21（合併済）
（那珂町・瓜連町）

 水戸市  H17.2.1（合併済）
（水戸市・内原町）

 小美玉市  H18.3.27
（小川町・美野里町・玉里村）

 鉾田市  H17.10.11
（旭村・鉾田町・大洋村）

 石岡市  H17.10.1
（石岡市・八郷町）

 行方市  H17.9.2
（麻生町・北浦町・玉造町）

 かすみがうら市 H17.3.28（合併済）
（霞ヶ浦町・千代田町）

 稲敷市  H17.3.22（合併済）
（江戸崎町・新利根町・桜川村・東町）

 常陸大宮市 H16.10.16（合併済）
（大宮町・山方町・美和村・緒川村・御前山村）

 城里町  H17.2.1（合併済）
（常北町・桂村・七会村）

 笠間市  H18.3.19
（笠間市・友部町・岩間町）

 桜川市  H17.10.1
（岩瀬町・真壁町・大和村）

 筑西市  H17.3.28（合併済）
（下館市・関城町・明野町・協和町）

 下妻市  H18.1.1
（下妻市・千代川村）

 坂東市  H17.3.22（合併済）
（岩井市・猿島町）

 常総市  H18.1.1
（水海道市・石下町）

 古河市  H17.9.12
（古河市・総和町・三和町）

  つくばみらい市  H18.3.27
（伊奈町・谷和原村）

 取手市  H17.3.28（合併済）
（取手市・藤代町）

 土浦市  H18.2.20
（土浦市・新治村）

 龍ヶ崎市  （休止中）
（龍ヶ崎市・利根町）

 神栖市  H17.8.1
（神栖町・波崎町）

３ 茨城県内の合併状況



結
団
式
で
は
、飯
泉
団
長
が「
消
防
団
の
任
務

は
、
災
害
防
除
活
動
を
始
め
予
防
啓
発
活
動
や

災
害
時
の
避
難
誘
導
、
救
出
救
助
活
動
と
多
岐

多
様
で
あ
り
、
市
民
の
安
全
確
保
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
消
防
団
の
組
織
を
挙
げ
て

英
知
を
結
集
し
、
護
郷
愛
郷
の
精
神
の
も
と
一

致
団
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
団
員
各
位

が
消
防
精
神
に
徹
し
、
な
に
よ
り
も
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
」
と
、
式
辞
を
述
べ
団
員
の
士
気
を

高
め
ま
し
た
。

続
い
て
古
宇
田
市
長
職
務
執
行
者
よ
り
「
長

い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
日
夜
、
消
防
・
防

災
活
動
に
努
め
ら
れ
、
災
害
の
予
防
と
被
害
の

軽
減
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
筑
西
市
消
防
団
と
し
て
筑
西

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
そ
の
責
務

を
全
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
激
励
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
各
来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
万
歳

三
唱
で
祝
い
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
、
筑
西
市
民
会

館
で
同
消
防
団
員
の
辞
令
交

付
と
結
団
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
辞
令
交
付
は
午
後
５
時
よ

り
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
分

団
員
の
名
前
が
一
人
ひ
と
り

読
み
上
げ
ら
れ
、
飯
泉
信
団

長
よ
り
、
分
団
員
を
代
表
し

て
各
分
団
長
に
辞
令
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
筑
西
市
の
誕
生
に
伴
い
、市
民
の
安
全
を
守
る
旧
４
市
町
の
消
防

団
の
組
織
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
飯
泉
信
団
長
を
中
心
に
43
分
団
・

総
勢
８
１
０
人
の
筑
西
市
消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

▲来賓に旧市・町長、県議会議員、筑西警察署　
　長、筑西広域消防本部長などが参列。祝辞を　
　述べる。

組
織
を
再
編
し
結
団

　
結
団
を
祝
し
て
万
歳
三
唱
す
る

　
吉
原
一
利
統
括
副
団
長
。

▼

４

▲筑西市民会館で、消防団員の辞令が交付され、その後結団式が行わました。

筑西市消防団が発足



齊
藤
喜
雄
団
長
の
下
１
２
７
人
が
所
属
。
旧
協

和
町
消
防
団
は
、
昭
和
39
年
に
発
足
、
吉
原
一

利
団
長
の
下
１
３
３
人
が
所
属
。
今
回
新
た
に

32
名
増
員
と
な
り
、
８
１
０
人
の
筑
西
市
消
防

団
と
し
て
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
各
種
災
害
の
発
生
要
因
は
、複
雑
、多

様
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、昨
年
は
、例
年
に
な
い

相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
や
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
筑
西
市
管
内
に
お
い
て
も
台
風
の
通
過
に
よ

り
、家
屋
の
床
下
浸
水
や
道
路
が
冠
水
し
、日
常

生
活
へ
の
支
障
や
、
田
畑
の
冠
水
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
か
ら
、
常
に
第
一
線
で
活
躍
す
る
消
防
団

員
の
責
務
は
、
ま
す
ま
す
重
大
か
つ
多
様
な
対

５

　

　
こ
れ
ま
で
旧
下
館
市
消
防
団
は
、
昭
和
29
年

に
発
足
し
、
合
併
前
に
飯
泉
信
団
長
の
下
３
７

０
人
が
所
属
。
旧
関
城
町
消
防
団
は
、
昭
和
31

年
に
発
足
、
谷
貝
卓
団
長
の
下
１
４
８
人
が
所

属
。
旧
明
野
町
消
防
団
は
、
昭
和
29
年
に
発
足
、

応
が
求
め
ら
れ
、
今
後
も
広
域
消
防
本
部
及
び

各
分
署
と
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
８
月
27
日
（
土
）
に
下
館
運
動

公
園
で
、
茨
城
県
と
の
合
同
で
『
茨
城
県
・
筑
西

市
総
合
防
災
訓
練
』
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
団
本
部
及
び
市
消
防
防
災
課
で
は
、
す

で
に
訓
練
内
容
の
検
討
が
始
ま
り
、
自
治
会
を

始
め
と
す
る
約
１
０
０
の
各
種
団
体
・
総
勢
３

０
０
０
人
規
模
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
て
の

訓
練
と
な
る
予
定
で
す
。

　
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、
指
揮
命
令
系
統
の

体
制
を
整
備
し
、
迅
速
な
消
防
・
救
助
・
避
難
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
行
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
は
市
民
の
参
加
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ご
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
初
代
の
団
長
に
任
命
さ
れ
た
飯
泉

団
長
は
、
筑
西
市
民
の
安
全
を
守
る

責
務
は
重
大
、
と
あ
い
さ
つ
。

市政メモ

■古宇田和夫市長職務執行者が退任
こ う だ かず お

　４月22日、古宇田和夫市長職務執行者の
退任式を行いました。
　古宇田さんは、平成９年に旧明野町長に就
任、今年３月28日の筑西市誕生とともに市長
職務執行者の職に就き、市長選挙を経て初代
筑西市長が就任するのにともない、同職を退
任しました。
■退任行政相談委員４人に大臣感謝状

　３月31日をもって行政相談委員を退任した
せき ね しず こ なか じま みつ のぶ

関根静子さん（77歳・岡芹）と中島光信さ
たき ざわ よし あき

ん（71歳・海老江）、滝沢良明さん（70
わた なべ ひろ し

歳・関本分中）、渡辺洋司さん（69歳・折
本）に、総務大臣感謝状が贈られました。
　関根さんは平成元年から約17年間、中島さ
んは平成10年から約７年間、渡辺さんは平成
12年から約５年間、滝沢さんは平成13年か
ら約４年間に渡り、行政相談委員として活躍
された功績が認められての表彰です。
■退任人権擁護委員２人に大臣感謝状

　３月27日をもって人権擁護委員を退任した
ない とう あら やま いち ろう

内藤キクさん（77歳・門井）と荒山一郎さ
ん（64歳・小栗）に、法務大臣感謝状が贈ら
れました。内藤さんは平成４年から約13年
間、荒山さんは平成７年から約10年間に渡
り、人権擁護委員として活躍された功績が認
められての表彰です。
■宝くじ収益を地域コミュニティへ

　平成16年度コミュニティ助成事業を受け
て、塚原自治会が塚原児童館の空調設備・遊
具の整備を、船玉自治会（写真）と中町自治
会が山車の整備を、それぞれ行いました。
　この事業は、財団法人自治総合センターが
宝くじの普及広報事業の一環として実施して
いるもので、地域でコミュニティ活動を積極
的に進めている団体を支援し、更なる活動の
推進を図ることを目的としています。



　
筑
西
市
名
誉
市
民
で
文
化
勲
章
受
章
者
の
陶
芸
家
・
板
谷
波
山
が

描
い
た
『
三
宝
柑
図
』
や
波
山
の
妻
ま
る
が
描
い
た
『
紅
梅
図
』
な

ど
の
作
品
７
点
、
書
簡
な
ど
の
資
料
が
、
ま
る
の
親
族
に
あ
た
る
奥

山
美
紗
子
さ
ん（
東
京
都
）な
ど
５
人
か
ら
、市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
と
資
料
は
、
し
も
だ
て
美
術
館
が
所
蔵
・
管
理
し
、

今
後
開
催
す
る
常
設
展
の
中
で
順
次
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

波
山
作
『
三
宝
柑
図
』
な
ど
を
寄
付

▲左・板谷波山作『三宝柑図』、右・板谷まる(玉蘭)作『紅梅図』

６

かんぶつ え

　４月８日は花祭り。灌仏会ともいわれ
しゃ か

る行事で、釈迦の誕生を祝い、春の訪れ
を喜ぶ日です。
　万年寺（関本下）の和光幼稚園では、子
どもたちの健やかな成長を願って、毎年
花祭りを行っています。暖かな春の陽気
が続き、桜も満開となった今年の花祭
り。本堂に集まった園児たちは、花で飾
られた御堂の中のお釈迦様に、小さな柄
杓で甘茶をかけ、手を合わせていました。

健やかな成長を願う花祭り

ね の

　４月10日、桑山神社境内にある子之神
社で春の例祭が行われ、大勢の市民が訪
れました。またこの日は、保存修理が終
了した桑山神社本殿（市指定文化財・建
造物）の竣工奉告祭もあわせて開催。
   華麗な彫刻の施された桑山神社本殿
（1714年建立）は、近年風化が進行して
いましたが、今回の保存修理によって彫
刻制作当時の生き生きとした姿が蘇り、
後世へと伝えられることになりました。

よみがえ

生き生きと蘇った本殿彫刻

まちの話題



広域情報

おでかけガイド／わが家のアイドル

１歳のお誕生おめでとう

　6月5日(日)まで　月曜休館(5/2は開館)
　茨城県近代美術館〔水戸市TEL029(243)5111〕
　入場料＝一般700円　高大生470円　小中生230円

　6月19日(日)まで　月曜休館(5/2は開館）
　茨城県陶芸美術館〔笠間市TEL0296(70)0011〕
　入場料＝一般700円　高大生500円　小中生250円

　5月21日(土)　午後1時30分開演
　小山市立文化センター〔小山市TEL0285(22)9552〕
　入場料＝全席指定　前売500円　当日700円

　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029(241)1166〕
　6月1日(水)　午後6時30分開演

　入場料＝Ｓ席6,000円　Ａ席5,000円

　7月4日(月)　午後2時30分開演
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市TEL028(643)1010〕
　入場料＝Ｓ席2,200円　Ａ席2,000円　Ｂ席1,800円

　7月9日(土)　午後3時開演
　ノバホール〔つくば市TEL029(852)5881〕
　入場料＝Ａ席3,000円　Ｂ席2,500円　Ｃ席1,500円

　7月16日(土)　�午後1時　�午後5時開演
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市TEL028(643)1010〕
　入場料＝Ｓ席6,000円　Ａ席5,000円　Ｂ席4,000円
　　　　　学生2,000円
　出演＝市川海老蔵　市川團十郎　市川家橘　ほか

平成16年7月生ま
れのお子さんの写
真を募集していま
す。写真の裏面に、
住所、氏名(ふりが
な)、生年月日、性
別、電話番号、保護
者氏名を明記し、5
月31日までに市広
報広聴課へ。応募多
数の場合は抽選。

5月11日生（菅谷）5月9日生（南町） 5月19日生（樋口）5月12日生（布川）5月7日生（西方）

5月22日生（二木成）5月22日生（樋口） 5月25日生（幸町）5月24日生（下岡崎）5月21日生（直井）

5月30日生（三郷）5月27日生（谷部） 5月30日生（落合）5月25日生（布川）

７
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昨
年
11
月
・
12
月
と
、
市
内
の
あ

る
店
に
用
事
が
あ
り
、
初
め
て
下
館

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
店
の
従
業

員
の
皆
さ
ん
、
帰
途
立
ち
寄
っ
た
喫

茶
店
の
マ
ス
タ
ー
、
２
回
、
３
回
と

訪
れ
る
際
の
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
、

下
館
郵
便
局
の
窓
口
の
方
、
郵
便
局

で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
中
年
婦

人
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
調
理
長
を
始
め

と
す
る
従
業
員
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生
。
そ

の
応
対
の
仕
方
は
、
上
品
で
上
質

で
、
し
っ
と
り
と
奥
ゆ
か
し
く
、
微

笑
を
た
た
え
た
そ
れ
で
し
た
。
私
の

実
家
の
あ
る
ま
ち
や
、
入
院
中
の
ま

ち
の
そ
れ
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
喫

茶
店
の
マ
ス
タ
ー
の
言
に
よ
れ
ば
、

下
館
城
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
、

県
西
で
は
一
番
の
場
所
と
か
。
オ
ー

バ
ー
で
す
が
、
日
本
中
が
、
世
界
中

が
、
こ
ん
な
具
合
で
あ
っ
た
ら
、
ど

ん
な
に
良
い
地
球
に
な
る
か
と
思
っ

た
ほ
ど
で
す
。

　
合
併
し
て
筑
西
市
に
変
わ
っ
て

も
、
そ
の
伝
統
は
き
っ
と
守
ら
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

も
、
機
会
を
見
つ
け
て
訪
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
（
Ｍ
・
Ｓ
）

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。

６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
に
な
り
、
派
手
に
技

を
決
め
て
み
た
い
。
犯
罪

や
争
い
ご
と
の
な
い
、
き

れ
い
な
ま
ち
に
し
た
い
。

さか いり こう すけ

坂入　康介

弁
護
士
に
な
っ
て
、
自
分

の
力
で
ま
ち
を
良
く
し
た

い
。
大
人
も
子
ど
も
も
、

こ
の
ま
ち
を
好
き
だ
と
思

え
る
よ
う
に
し
た
い
な
。

いし ばし あい こ

石橋　藍子

お
笑
い
芸
人
に
な
っ
て
、

筑
西
市
の
み
ん
な
に
元
気

を
あ
げ
た
い
な
。
交
通
事

故
が
な
く
、
静
か
で
良
い

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

やま なか てつ や

山仲　徹也

読
ん
で
い
る
と
引
き
込
ま

れ
る
よ
う
な
、
不
思
議
な

物
語
を
書
き
た
い
。
一
致

団
結
し
、
み
ん
な
で
笑
い

合
え
る
ま
ち
に
し
た
い
。

た どころ きょう

田所　　京

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

っ
て
、
フ
ァ
ン
が
喜
ぶ
よ

う
な
プ
レ
ー
を
し
た
い
。

ま
ち
の
歴
史
や
自
然
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
な
。

おお はし きよ ふみ

大橋　清史

漫
画
家
に
な
り
、
ド
キ
ド

キ
す
る
よ
う
な
楽
し
い
漫

画
を
描
き
た
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
花
の
種
を
蒔
い

て
、
緑
を
増
や
し
た
い
。

わた なべ その み

渡辺　苑実

水
泳
選
手
に
な
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を

取
り
た
い
。
友
達
が
た
く

さ
ん
い
て
、
楽
し
く
過
ご

せ
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

かな ざわ すぐる

金澤　　優

パ
ン
が
好
き
な
の
で
、
安

く
て
お
い
し
い
パ
ン
屋
さ

ん
に
な
り
た
い
。
み
ん
な

で
ご
み
拾
い
を
し
、
気
持

ち
い
い
ま
ち
に
し
た
い
。

お じま み さき

小島　美咲

一
級
建
築
士
に
な
り
、
み

ん
な
の
夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム

を
建
て
て
あ
げ
た
い
。
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
、
誰
も
が

優
し
い
ま
ち
に
し
た
い
。

いわ もと かず ゆき

岩本　和之

フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

に
な
り
、
い
ろ
ん
な
国
の

人
と
接
し
て
み
た
い
な
。

ご
み
が
な
く
、
緑
の
き
れ

い
な
ま
ち
を
作
り
た
い
。

いけ だ たか み

池田　貴美

マイ・ドリーム／おたより



『
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
平
成

16
年
度
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
作
文
部
門
・

小
学
校
低
学
年
の
部
で
大
田
小
学
校
３
年
の

足
立
将
太
く
ん
（
応
募
当
時
、
同
校
２
年
）

が
特
選
・
環
境
大
臣
賞
を
、
小
学
校
高
学
年

の
部
で
明
野
中
学
校
１
年
の
渡
邉
恵
理
さ
ん

（
応
募
当
時
、
村
田
小
学
校
６
年
）
が
特

選
・
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道
の
整
備
促

進
を
目
的
と
し
て
、
社
団
法
人
日
本
下
水
道

協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
16
年

度
の
作
文
部
門
に
は
、
全
国
か
ら
合
計
１，

１
６
７
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
が
下
水
道
の
技
術
者
を
し
て
い

る
と
い
う
足
立
く
ん
は
、「
お
風
呂
や
ト
イ
レ

の
水
が
ど
こ
に
流
れ
て
い
く
の
か
不
思
議
に

思
っ
た
の
で
質
問
し
た
ら
、
お
父
さ
ん
が
下

水
道
の
仕
組
み
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

下
水
処
理
場
も
見
学
し
て
、
下
水
道
の
大
切

さ
と
そ
こ
で
働
く
人
の
努
力
に
気
が
つ
い
た

の
で
、
そ
の
こ
と
を
作
文
に
し
ま
し
た
」。

　
わ
き
水
の
水
質
検
査
を
行
っ
た
り
、
旧
明

野
町
役
場
環
境
対
策
室
を
訪
ね
、
下
水
処
理

に
つ
い
て
勉
強
し
た
成
果
を
も
と
に
作
文
を

書
い
た
渡
邉
さ
ん
は
、「
賞
を
も
ら
え
て
す

ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
最
近
川
が
汚
れ
て
い

る
と
聞
い
て
、
な
ぜ
な
の
か
調
べ
て
み
よ
う

と
水
質
検
査
を
し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が

水
と
環
境
に
気
を
つ
け
て
暮
ら
せ
ば
、
澄
ん

だ
水
の
流
れ
る
川
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

　４月17日、小栗内外大神宮
太々神楽のひとコマです。神楽
殿の舞台から、滑稽な仕草で誘
いかけるヒョットコに、集まっ
た子どもたちは大喜び。大太鼓
や大鼓、笛の音とともに、無邪
気な子どもたちの笑い声が境内
に響き渡りました。

９ スナップ／人



　　　▼
日
時
＝
５
月
21
日
（
土
）　
▼
時
間
＝
午
前

９
時
〜
正
午
　
▼
場
所
＝
大
田
公
民
館
駐
車

場
　
▼
回
収
品
目
＝
金
属
類
、
衣
類
、
ビ
ン

類
、
古
紙
類
　
▼
回
収
で
き
な
い
も
の
＝
木

製
品
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、

パ
ソ
コ
ン

■
問
い
合
わ
せ

　
市
生
活
環
境
課
ゴ
ミ
減
量
係

　
TEL
24－

２
１
１
１
　
内
線
２
４
９

　　
道
路
や
公
園
な
ど
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
29
日（
日
）
午
前
８
時
〜
　
小

雨
決
行
　
▼
収
集
方
法
＝
空
き
缶
・
空
き
ビ

ン
・
紙
く
ず
に
分
類
し
透
明
袋
に
入
れ
て
、集

積
所
へ
　
▼
集
積
場
所
＝
本
城
町
下
館
公
園
、

市
役
所
駐
車
場
、西
谷
貝
集
落
セ
ン
タ
ー
、飯

島
集
落
セ
ン
タ
ー
、川
島
公
民
館
、
竹
島
公
民

館
、養
蚕
公
民
館
、五
所
公
民
館
、中
公
民
館
、

河
間
公
民
館
、
大
田
公
民
館
、
野
殿
転
作
研
修

促
進
セ
ン
タ
ー
、幸
町
児
童
会
館
、嘉
田
生
崎

公
民
館
　

■
問
い
合
わ
せ

　
市
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　
TEL
24－

２
１
１
１
　
内
線
２
６
０
・
２
６
５

　
４
月
よ
り
川
島
出
張
所
隣
接
の
川
島
公
民

館
駐
車
場
に
、
川
島
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
協
力

員
会
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
分
別

収
集
に
参
加
で
き
な
い
方
は
、
ど
な
た
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、再
利
用
・
ゴ
ミ
の
減

量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
曜
日
＝
火
〜
金
曜
日
　
▼
時
間
＝
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
　
▼
回
収
品
目
＝
ア
ル

ミ
缶
（
つ
ぶ
す
）・
新
聞
・
段
ボ
ー
ル
・
雑
誌（
紙

類
は
紐
で
十
字
に
縛
る
）　

■
問
い
合
わ
せ

　
市
生
活
環
境
課
ゴ
ミ
減
量
係

　
TEL
24－

２
１
１
１
　
内
線
２
４
９

▼
日
時
＝
５
月
27
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

（
時
間
厳
守
）　
▼
場
所
＝
下
館
総
合
体
育
館

研
修
室
　
▼
内
容
＝
６
・
７
月
の
日
程
調
整

な
ど
　
▼
持
参
品
＝
筆
記
具
・
代
表
者
印
・
登

録
申
請
書

■
問
い
合
わ
せ

　
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
立
下
館
総
合
体

　
育
館
内
）　
TEL
28－

５
０
４
０

　【
受
験
願
書
】　
▼
配
布
日
時
＝
５
月
９
日

（
月
）
〜
▼
配
布
場
所
＝
筑
西
保
健
所
衛
生
課

【
受
験
願
書
受
付
】　
▼
日
時
＝
６
月
23
日

（
木
）・
24
日
（
金
）
の
２
日
間
、
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
▼
受

付
場
所
＝
筑
西
保
健
所
（
郵
送
不
可
）

【
試
験
日
】　
▼
８
月
９
日
（
火
）、
午
前
９
時

15
分
ま
で
に
集
合
　
▼
試
験
場
＝
下
館
工
業

高
校
（
玉
戸
１
３
３
６－

１
１
１
）　
▼
試
験

時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午

【
合
格
発
表
】　
▼
日
時
＝
８
月
26
日
（
金
）
午

前
９
時
　
▼
場
所
＝
筑
西
保
健
所
玄
関
前

【
そ
の
他
】　
調
理
師
会
が
実
施
し
ま
す
　
�

受
験
願
書
記
載
事
前
指
導
　
▼
日
時
＝
６
月

16
日
（
木
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
　
▼

場
所
＝
筑
西
保
健
所
会
議
室
　
�
予
備
講
習

会
　
▼
日
時
＝
７
月
20
日
（
水
）・
21
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
▼
場
所
＝
筑
西
合

同
庁
舎
大
会
議
室
（
1F
）

■
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
保
健
所
衛
生
課

　
調
理
師
担
当
　
時
野
谷 
TEL
24－

３
９
１
１

　
働
く
あ
な
た
が
困
っ
た
と
き
に
、
無
料
で

育
児
や
介
護
、
家
事
代
行
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
　
▼
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
、ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
　
▼

家
政
婦
（
夫
）
紹
介
所
な
ど 

▼
高
齢
者
向
け

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、民
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、介

護
用
品
な
ど
。

▼
相
談
時
間

午
前
９
時

30
分
〜

午
後
４
時

30
分

■
問
い
合
わ
せ

　
財
団
邦
人

　
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　
TEL
０
２
９－

２
２
６－

２
０
２
０

　
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
、
も
う
一
度

働
き
た
い
と
い
う
方
に
、
様
々
な
内
容
の
支

援
の
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
再
就
職
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
登
録
手
続
き
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
財
団
邦
人
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　
TEL
０
２
９－

２
２
６－

２
４
１
３
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　【
日
時
】　
▼
日
時
＝
５
月
29
日
（
日
）　
２
時

上
映
　
３
時
40
分
終
了
　
▼
場
所
＝
筑
西
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
　【
主
催
】　
は
ら
ん
き
ょ
う

の
会
　【
後
援
】　
筑
西
市
、
筑
西
市
教
育
委
員

会
　【
前
売
特
別
鑑
賞
券
】　
小
学
生
以
上
１
人

１
０
０
０
円
（
当
日
１
３
０
０
円
）▼
託
児
有

(

要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　
加
藤 

TEL
52－

２
５
９
０

　
中
島 

TEL
52－

０
８
９
６

　
中
野 

TEL
52－

４
４
６
３

　　
筑
西
市
誕
生
を
記
念
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
演
劇
グ
ル
ー
プ『
金
の
星
』
が
公
演
を
開
催

し
ま
す
。

▼
内
容
＝
第
１
部
　
猪
苗
代
町
絆
づ
く
り
実

行
委
員
会
が
、
全
国
の
お
母
さ
ん
か
ら
応
募

し
て
発
行
し
た
『
母
か
ら
子
へ
の
手
紙
』
よ

り
、21
編
を
朗
読
　
第
２
部
　『
家
庭
で
コ
ン

サ
ー
ト
』　
▼
日
時
＝
５
月
15
日
（
日
）　
午

後
１
時
〜
　
▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
　
鬼
　
沢
　
TEL
24－

３
９
４
０

　
　
国
府
田
　
TEL
28－

４
７
５
７

　
水
戸
地
方
法
務
局
筑
西
出
張
所
で
は
、
５

月
16
日
（
月
）
か
ら
商
業
・
法
人
登
記
事
務
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
ま
す
。

　
登
記
申
請
書
の
記
載
方
法
に
若
干
の
変
更

が
あ
る
ほ
か
、商
業
・
法
人
登
記
簿
の
謄
抄
本

に
代
え
て
『
登
記
簿
事
項
証
明
書
』
を
、
代
表

者
の
資
格
証
明
書
に
代
え
て
『
代
表
者
事
項

証
明
書
』
を
そ
れ
ぞ
れ
発
行
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、登
記
簿
閲
覧
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
な
制
度
と
し
て
、
登
記
事
項
の
主
要
部
分

を
記
載
し
た『
登
記
事
項
要
約
書
』を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
水
戸
地
方
法
務
局
筑
西
出
張

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
TEL
22－

３
４
９
５

　
鹿
島
税
関
支
署
つ
く
ば
出
張
所
で
は
、
社
会

の
安
全
と
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
水
際

に
お
け
る
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
、
拳
銃
等
の
密
輸

取
り
締
ま
り
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
左
記

の
期
間
を
『
薬
物
及
び
銃
器
取
締
強
化
期
間
』

と
定
め
、
重
点
的
な
取
締
り
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
間
、
薬
物
、
銃
器
の
密
輸
に
関
す
る
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
市
民
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
取
締
強
化
期
間

　
５
月
９
日
（
月
）
〜
６
月
８
日
（
水
）

▼
情
報
連
絡
先

　
鹿
島
税
関
支
署
つ
く
ば
出
張
所

　
TEL
０
２
９－

８
３
７－

２
３
０
７

　　
筑
西
警
察
署
管
内
で
は
、
本
年
既
に
交
通
死

亡
事
故
が
９
件
発
生
し
、
９
人
が
亡
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
う
ち
４
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。（
４
月
19
日
現
在
、
対
前
年
比
＋
８
人
）

  

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故
は
、
自
転
車

乗
車
中
や
道
路
横
断
中
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。高
齢
者
の
皆
さ
ん
、交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

▼
遠
く
に
見
え
て
も
車
は
速
い

　
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
一
度
止

ま
り
、
右
・
左
の
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

車
の
直
前
・
直
後
の
横
断
は
大
変
危
険
で
す
。

車
は
遠
く
に
見
え
て
も
、
思
っ
て
い
た
よ
り

速
く
近
づ
い
て
き
ま
す
。無
理
を
せ
ず
、
余
裕

を
も
っ
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

▼
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
＝
自
転
車
に

乗
っ
た
ら
、交
差
点
で
は
一
度
止
ま
り
右
・
左

の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
夜
間
の
外
出
は
反
射
鏡
を
＝
薄
暮
時
や
夜
間

に
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
で
反
射
す

る
も
の
を
身
に
付
け
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
方
へ
＝
高
齢
者

の
安
全
運
転
５
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
一
時
停
止
場
所
で
は
必
ず
止
ま
り
、
左
右

の
安
全
を
確
か
め
る

�
ハ
ン
ド
ル
・
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
を
的
確
に

�
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め
る

�
信
号
を
守
り
、
見
落
と
し
に
注
意
す
る

�
脇
見
、
ぼ
ん
や
り
運
転
を
し
な
い

■
家
族
の
方
へ
＝
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
が
出
か
け
る
と
き
は
、『
交
通
事
故
に
気
を

つ
け
て
』
と
一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　　
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料
　
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】　

▼
日
時
＝
５
月
26
日
（
木
）　
午
後
１
時
〜
　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
会
議
室
　

▼
相
談
人
数
＝
先
着
８
人
　
▼
相
談
員
＝
弁

護
士
　
▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
要
。
５
月

17
日（
火
）
の
午
前
９
時
か
ら
市
広
報
広
聴
課

広
聴
係
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
人
権
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
５
月
26
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
午
後
２
時
　
市
民
会
館
１
階
会
議
室
／

６
月
１
日
（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時
関
本

公
民
館
／
６
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

協
和
公
民
館
／
６
月
６
日（
月
）
午
前
10
時
〜

正
午
　
明
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
相
談
員

＝
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）

【
行
政
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
５
月
26
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
午
後
２
時
　
市
民
会
館
１
階
会
議
室

▼
相
談
員
＝
行
政
相
談
委
員（
総
務
大
臣
委
嘱
）

▽
人
権
・
行
政
相
談
の
事
前
申
し
込
み
不
要
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　
TEL
24－

２
１
１
１
　
内
線
２
０
１
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心
配
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料
　
▼
日
時
＝
５
月
２
日
・
16

日
（
月
）午
前
９
時
〜
正
午
　
＊
毎
月
第
１
第

３
月
曜
日
開
催
。た
だ
し
、
祝
日
に
あ
た
る
場

合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。　
▼
場
所
＝
明
野

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
▼
対
象
＝
明
野
地
区

在
住
の
人
　
▼
相
談
員
＝
心
配
ご
と
相
談
員

▼
申
し
込
み
＝
事
前
申
し
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
明
野
支
所

　
TEL
52－

１
３
８
１

　
登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、
人
権
擁
護
な

ど
法
務
局
の
取
り
扱
う
業
務
全
般
に
つ
い
て
、

法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
５
日
（
日
）　
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
　

▼
場
所
＝
道
の
駅
し
も
つ
ま
２
階
研
修
室

（
下
妻
市
数
須
１
４
０
番
地
）

▼
相
談
内
容
＝
境
界
争
い
、
相
続
・
贈
与
・
売

買
な
ど
の
登
記
手
続
、
抵
当
権
の
抹
消
手
続
、

地
代
家
賃
の
供
託
手
続
、
戸
籍
の
届
出
方
法
、

成
年
後
見
制
度
、サ
ラ
金
の
取
立
て
問
題
、夫

婦
・
親
子
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
、近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、

Ｄ
Ｖ
問
題
な
ど
　

▼
料
金
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

　
TEL
０
２
９－

２
２
７－

９
９
１
１

　
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で

『
電
波
利
用
保
護
旬
間
』
と
し
て
、
市
民
生
活

に
欠
か
せ
な
い
電
波
の
利
用
を
保
護
す
る
活

動
を
行
い
ま
す
。
社
会
生
活
を
脅
か
す
不
法

な
電
波
を
な
く
す
た
め
、
電
波
は
ル
ー
ル
を

守
り
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
（
関
東
総
合
通
信
局
）

　
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
TEL
０
３－

５
５
６
２－

７
５
５
５

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
TEL
０
３－

５
５
２
０－

５
６
９
０

　
放
送
相
談

　
TEL
０
３－

５
５
２
０－

５
６
９
３

　　
７
月
28
日
〜
31
日
に
か
け
て
盛
大
な
イ
ベ

ン
ト
『
わ
っ
し
ょ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
』が
開
催
さ

れ
ま
す
。
３
日
間
、
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、
伝
統
芸

能
な
ど
、
ア
ル
テ
リ
オ
前
特
設
舞
台
で
出
演

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
日
頃
の
成
果
を

市
民
の
前
で
披
露
し
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

▼
受
付
＝
５
月
31
日
（
火
）
ま
で
　
▼
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
市
観
光
協
会
　
TEL
20－

１
１
６
０

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
『
社
資
』
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
年
額
＝
５
０
０
円
　
▼
申
し
込
み
＝
各
自

治
会
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
TEL
24－

２
１
１
１
　
内
線
２
５
４

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生

以
上
の
人
　
▼
内
容
＝
入
門
コ
ー
ス
　
▼
日

程
＝
５
月
18
日
（
水
）
か
ら
毎
週
水
曜
日
（
全

40
回
）　
▼
時
間
＝
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８

時
30
分
　
▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
２
階
会
議

室
　
▼
募
集
人
員
＝
30
人
程
度
　
▼
費
用
＝

テ
キ
ス
ト
代
・
日
本
聴
力
障
害
新
聞
代
実
費

負
担
　
▼
申
し
込
み
＝
市
障
害
福
祉
課
備
え

付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、
５
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
障
害
福
祉
課
へ

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
障
害
福
祉
課
在
宅
障
害
係

　
TEL
24－

２
１
１
１
　
　
内
線
２
２
５

　
平
成
17
年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

自
分
で
器
を
造
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
開
催
日
時
＝
６
月
５
日
か
ら
毎
月
第
１
・

第
３
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
　
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
　
▼
募
集
人
員
＝

50
名
（
初
心
者
の
方
に
限
り
ま
す
）　
▼
応
募

資
格
＝
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
　
▼
受
講
料

＝
無
料
（
た
だ
し
、
粘
土
代
は
実
費
負
担
）　

▼
講
師
＝
宝
野
達
哉
先
生
　
▼
募
集
期
間
＝

５
月
21
日
（
土
）
〜
５
月
28
日
（
土
）　
＊
22

日
（
日
）
23
日
（
月
）
は
休
館
日
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
▼
申
し
込
み
＝

協
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
　
▼
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　
協
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
TEL
57－

５
８
２
１

　
図
書
館
は
利
用
し
て
い
る
け
ど
、
本
の
並

び
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、ま
た
、
図
書
館
の

人
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
知
り

た
い
、
と
い
う
方
に
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
26
日
（
日
）　
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
▼
集
合
場
所
＝
中
央
図
書
館

　
創
作
室
　
▼
内
容
＝
図
書
館
内
の
説
明

（
普
段
は
入
れ
な
い
閉
架
書
庫
も
ご
案
内
し
ま

す
）　
検
索
機
の
使
い
方
（
上
手
な
使
い
方
を

説
明
し
ま
す
）　
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
体
験
（
本
を

透
明
な
フ
ィ
ル
ム
で
く
る
み
ま
す
）　
本
の
修

理
の
実
演
（
本
の
つ
く
り
も
説
明
し
ま
す
）

■
申
し
込
み

　
▼
場
所
＝
中
央
・
明
野
図
書
館

　
▼
申
込
期
間
＝
５
月
１
日（
日
）
〜
６
月
12

　
日
（
日
）

　
▼
対
象
年
齢
＝
18
歳
以
上

　
茨
城
県
は
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
積
極
的
に
活
動
で
き
る
、
国
際
的
視
野
と

指
導
力
を
持
っ
た
女
性
を
育
成
す
る
海
外
派



薬
物
依
存
症
『
家
族
教
室
』

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集
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遣
事
業
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
派
遣
国
＝
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ

ラ
ン
ス
　
▼
期
間
＝
９
月
21
日（
水
）
〜
10
月

１
日
（
土
）の
11
日
間
　
▼
応
募
資
格
＝
日
本

国
籍
を
有
し
、
５
年
以
上
県
内
に
居
住
し
て

い
る
満
30
歳
以
上
55
歳
未
満
（
平
成
17
年
４

月
１
日
現
在
）
の
女
性
。
　
た
だ
し
、
県
主
催

の
海
外
派
遣
事
業
経
験
者
、議
員
、
公
務
員
は

除
く
　
▼
費
用
＝
26
万
円
程
度
　
▼
申
し
込

み=

５
月
18
日
（
水
）
ま
で
に
『
応
募
書
類
』

に
よ
り
市
企
画
部
企
画
課
へ
　
▼
選
考
＝
応

募
書
類
、
レ
ポ
ー
ト
、
面
接

■
問
い
合
わ
せ

　
市
企
画
部
企
画
課
地
域
政
策
係

　
TEL
24－

２
１
１
１
　
内
線
４
８
０

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
で
は
、平
成
17
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。内
容
は
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
技
術
・
知
識
や
経
験
を
開
発
途
上
国
の

人
々
の
た
め
に
活
か
す
事
業
で
す
。

▼
応
募
資
格
＝
満
20
歳
か
ら
満
39
歳
（
青
年

協
力
隊
）、満
40
歳
か
ら
満
69
歳（
シ
ニ
ア
）の

日
本
国
籍
を
持
つ
方
　
▼
募
集
期
間
＝
５
月

20
（
金
）　
＊
短
期
派
遣
に
つ
い
て
は
５
月
７

日（
土
）ま
で
　
▼
説
明
会
＝
５
月
７
日（
土
）

午
後
２
時
〜
水
戸
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　

５
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波

国
際
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
２
９－

８
３
８－

１
１
１
１

　　▼
募
集
期
間
＝
５
月
13
日
（
金
）ま
で
　
▼
開

講
期
間
＝
６
月
〜
９
月
　
▼
講
座
数
＝
14
講

座
　
＊
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
（
デ
ジ
カ

メ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
）、
社
会
・
教
育
・
福
祉

コ
ー
ス(

俳
句
に
親
し
む
、こ
ん
な
に
簡
単
ス

テ
キ
に
家
庭
介
護
入
門
、
脳
を
鍛
え
る
）、
環

境
・
健
康
コ
ー
ス
（
身
近
な
薬
草
・
漢
方
で

健
康
維
持
、
家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
指
圧
）、

芸
術
・
文
化
・
歴
史
コ
ー
ス
（
万
葉
集
を
読

む
、『
義
経
』
の
魅
力
、
茨
城
の
先
達
た
ち
、

淡
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
を

歌
お
う
、
桂
文
楽
と
一
緒
に
『
楽
し
む
』
落

語
、
国
際
関
係
学
コ
ー
ス
（
世
界
遺
産
を
探

る
）
他

■
問
い
合
わ
せ

　
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
振
興
課
　

　
TEL
24－

１
３
８
９
　

　　
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
我
が
国

の
伝
統
文
化
で
あ
る
陶
芸
を
と
お
し
て
創
意

工
夫
や
豊
か
な
感
性
を
養
い
、
自
由
な
創
造

力
を
発
揮
す
る
場
を
提
供
す
る
。

▼
応
募
資
格
＝
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生

▼
部
門
＝
Ａ
部
門
（
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
）、

Ｂ
部
門
（
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
）、
Ｃ
部
門

（
中
学
生
）　
▼
応
募
点
数
＝
一
人
１
作
品
　

▼
作
品
規
定
＝
土
を
素
材
に
し
た
焼
き
物

（
素
焼
・
楽
焼
・
本
焼
）
で
、
制
作
後
１
年
以

内
の
未
発
表
の
作
品
（
他
の
素
材
と
の
組
み
合

わ
せ
は
不
可
）、
テ
ー
マ
は
自
由
、
重
さ
20
㎏

以
内
（
梱
包
材
を
含
む
）40
㎝
×
30
㎝
×
30
㎝

の
立
方
体
を
超
え
る
作
品
は
不
可
　
▼
出
品

料
＝
無
料
　
▼
申
し
込
み
期
間
＝
５
月
20
日

（
金
）
〜
６
月
22
日
（
水
）　
所
定
の
出
品
申
込

書
に
よ
り
郵
送
に
て
（
消
印
有
効
）　
▼
送
り

先
＝
〒
３
１
０－

８
６
８
６
茨
城
県
水
戸
市

北
見
町
２－
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茨
城
新
聞
社
広
告
局
事
業

部
内
、
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま
事
務

局
ま
で
　
▼
作
品
受
付
期
間
＝
６
月
28
日

（
火
）
〜
７
月
３
日
（
日
）（
必
着
）　

■
問
い
合
わ
せ

　
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま
事
務
局

　
TEL
０
２
９－

２
２
１－

３
１
５
５

　▼
対
象
者
＝
６
月
５
日（
日
）
に
学
科
試
験
を

受
験
さ
れ
る
方
。
ま
た
は
近
年
中
に
受
験
予

定
の
方
　
▼
場
所
＝
県
立
筑
西
産
業
技
術
専

門
学
院
　
▼
内
容
＝
口
座
番
号
Ｂ
２
　
▼
実

施
日
＝
５
月
24
日
（
火
）
〜
５
月
28
日
（
土
）

▼
時
間
＝
平
日
　
午
後
６
時
〜
午
後
９
時
　

土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▼
定
員
＝
10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）　
▼
受
講
料
＝
２，
９
０
０
円
（
教

材
費
含
む
）　
▼
受
付
期
間
＝
５
月
10
日

（
火
）
ま
で
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日

を
除
く
）
電
話
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ

　
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

　
TEL
24－
１
７
１
４

　▼
講
座
名
＝
バ
ラ
と
大
地
の
恵
み
�
　
▼
日

時
＝
６
月
４
日
（
土
）
〜
　
年
10
回
（
各
月
第

１
土
曜
日
）　
▼
内
容
＝
バ
ラ
栽
培
、
農
作
物

の
栽
培
、
加
工
、
調
理
　

▼
講
師
＝
藤
枝
茂
男
（
真
壁
高
校
）

　
神
賀
良
三
（
真
壁
高
校
社
会
人
講
師
）　

▼
申
し
込
み
期
間
＝
５
月
23
日
（
月
）

　
〜
５
月
27
日
（
金
）　

■
問
い
合
わ
せ

　
県
立
真
壁
高
等
学
校

　
稲
荷
原
農
場

　
藤
枝
茂
男
　
TEL
55－

２
０
２
３

　
薬
物
依
存
症
っ
て
何
？
　
家
族
は
ど
う
対

応
し
た
ら
い
い
の
？
　
一
生
懸
命
話
し
て
も

止
め
て
く
れ
な
い
、
な
ど
と
悩
ん
だ
り
困
っ

て
い
る
家
族
や
関
係
者
の
方
の
教
室
で
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
２
金
曜
日
　
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
　
▼
会
場
＝
筑
西
保
健

所
　
▼
内
容
＝
５
月
13
日
（
金
）は
相
談
か
ら

回
復
の
場
へ
　

■
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課

　
TEL
24－

３
９
１
１

　
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

市
民
と
活
動
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
一
般

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
会
費
＝
一
戸
あ
た
り
年
額
５
０
０
円

▼
募
集
期
間
＝
５
月
１
日
（
日
）
〜

　
５
月
31
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
TEL
22－

５
１
９
１



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
児
童
館
『
河
童
』　
▼
対
象
＝

未
就
学
児
と
保
護
者
　
▼
内
容
＝
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ゲ
ー
ム
他

■
問
い
合
わ
せ

　
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
栗
原

　
TEL
24－

８
０
７
０

▼
日
時
＝
５
月
26
日（
木
）   

午
前
10
時
30
分
〜

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園
　
▼
対
象
＝
０
歳

〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
　
▼
内
容
＝
絵

本
『
お
い
し
い
な
！
』『
お
べ
ん
と
く
ん
』

■
問
い
合
わ
せ

　
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
栗
原

　
TEL
24－

８
０
７
０

▼
日
時
＝
５
月
26
日
（
木
）　
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
　
▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室
　
▼
募
集

人
員
＝
20
名
程
度
　
▼
材
料
費
＝
当
日
徴
収

（
２
０
０
０
円
程
度
）
▼
持
参
物
＝
花
ば
さ
み

■
申
し
込
み

　
５
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
、
し
も
だ
て
地
域

　
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
（
23－

１
６
１
６
）

▼
日
時
＝
５
月
19
日
（
木
）
と
26
日
（
木
）　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
　
▼
場
所
＝
下

館
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
　
▼
内
容
＝

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
　
▼
募
集
人
員
＝
先
着
50
人
　
▼
費
用

＝
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）　
▼
持
参
物
＝
軽

装
、
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
　
▼
申
し
込
み
＝

芝
居
な
ど
　
▼
読
み
手
＝
読
み
聞
か
せ
の
会

て
る
て
姫
　
▼
問
い
合
わ
せ
＝
飯
山
喜
惠
子

TEL
57－

６
７
８
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

▼
日
時
＝
５
月
14
日
（
土
）　
午
後
２
時
〜
　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
　
図
書
館
　
▼
内
容

＝
絵
本
『
お
ば
け
が
っ
こ
う
』
他

■
問
い
合
わ
せ
　

　
関
本
公
民
館
　
TEL
37－

６
６
２
６

▼
日
時
＝
５
月
７
日
（
土
）　
▼
内
容
＝
絵

本
・
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
　
紙
芝
居
・
５
つ
ぶ

の
え
ん
ど
う
ま
め
、
ほ
か

▼
日
時
＝
５
月
21
日
（
土
）　
▼
内
容
＝
絵

本
・
さ
ん
び
き
こ
ね
こ
　
紙
芝
居
・
あ
わ
て
ん

ぼ
う
う
さ
ぎ
、
ほ
か

▼
時
間
＝
午
後
２
時
〜
　
▼
場
所
＝
中
央
図

書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
　
野
ば
ら
の
会

　
小
薬
ま
で
　
TEL
22－

４
３
６
９

▼
に
ん
げ
ん
の
お
へ
そ
＝
高
峰
秀
子
、
楽
老

抄
〜
ゆ
め
の
し
ず
く
〜
＝
田
辺
聖
子
、
問
題

な
日
本
語
＝
北
原
保
雄
編
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
部

品
＝
星
新
一

■
問
い
合
わ
せ
　
野
ば
ら
の
会

　
小
薬
ま
で
　
TEL
22－

４
３
６
９
　
　

▼
日
時
＝
６
月
９
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分

〜
　
▼
場
所
＝
鷹
ノ
巣
公
園
　
＊
雨
天
時

　
下
館
さ
く
ら
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、『
地

域
通
貨
』
を
い
よ
い
よ
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
通
貨
は
、
支
え
あ
い
や
助
け

合
い
の
や
り
と
り
を
感
謝
の
気
持
ち
で
表
す

も
の
で
す
。
ま
た
、
協
力
店
の
サ
ー
ビ
ス
や
も

の
と
の
交
換
も
で
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
葉
書
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
地

域
通
貨
の
名
称
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

名
前
の
由
来
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
め
切
り
＝
５
月
31
日
（
火
）　
▼
採

用
さ
れ
た
方
に
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
発
送
を

持
っ
て
変
え
ま
す
）　
▼
応
募
先
＝
〒
３
０
８

－

０
０
５
４
　
筑
西
市
西
谷
貝
３
０
５－

１

　
下
館
さ
く
ら
商
店
街
振
興
組
合

■
問
い
合
わ
せ
　
同
組
合

　
TEL
22－

６
５
４
３
　
FAX
25－

３
０
５
６

▼
日
時
＝
毎
月
第
３
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
午
前
＝
学
び
・
遊
び
　
午
後
＝

預
か
り
保
育
　
▼
場
所
＝
協
和
多
目
的
研
修

セ
ン
タ
ー
　
▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
お
や

つ
代
）
▼
主
催
＝
新
治
地
域
女
性
会
　
▼
そ

の
他
＝
参
加
者
は
事
前
に
申
し
込
み
必
要

■
問
い
合
わ
せ

　
中
島
ま
で
　
TEL
57－

６
６
５
７

▼
日
時
＝
５
月
13
日
（
金
）　
５
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
　
▼
場
所
＝
協
和
公

民
館
　
和
室
　
▼
内
容
＝
絵
本
の
朗
読
や
紙

５
月
10
日
（
火
）
〜
５
月
17
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
秋
田
（
28－

　

４
９
５
８
）
ま
で

▼
日
程
＝
�
５
月
19
日
（
木
）　
中
央
図
書
館

�
５
月
30
日
（
月
）　
協
和
公
民
館
　
▼
時
間

＝
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分
　
▼
テ
ー
マ

＝
親
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
、
親
に
し
か
出
来

な
い
こ
と
　
▼
講
師
＝
平
石
喜
美
子
　
▼
入

場
無
料
・
託
児
有

■
問
い
合
わ
せ
　

　
平
石
ま
で
　
TEL
24－

７
７
９
７

▼
日
時
＝
５
月
21
日（
土
）
〜
毎
月
第
１
第
３

土
曜
日
　
午
後
３
時
15
分
〜
午
後
４
時
45
分

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
２
階
研
修
室
　
▼
費

用
＝
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
使
用
の
時
は

そ
の
代
金
）　
▼
内
容
＝
漢
詩
文
の
講
読
・
試

作
、
雑
学
　
▼
申
し
込
み
＝
随
時
会
場
に
て

▼
講
師
＝
板
谷
良
平
（
TEL
22－

４
７
１
３
）

▼
実
施
日
＝
５
月
９
日
（
月
）
〜
７
月
18
日

（
月
）
毎
週
月
曜
日
　
全
10
回
　
▼
時
間
＝
午

前
９
時
〜
正
午
　
▼
場
所
＝
県
西
総
合
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
▼
定
員
＝
30
名
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）　
▼
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ

し
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
、
ボ
ー
ル
代
等
は
実
費
）

■
問
い
合
わ
せ
　
県
西
総
合
公
園
（
担
当
　

古
谷
野
）　
TEL
57－

５
６
３
１

14



シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

15

▼
日
時
＝
６
月
５
日
（
日
）　
午
前
９
時
〜

▼
場
所
＝
市
立
総
合
体
育
館
　
▼
対
象
＝
市
内

在
住
在
勤
の
人
（
学
生
不
可
）　
▼
種
目
＝
男

女
シ
ン
グ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
　
▼
費
用
＝

一
人
１
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）　
▼
申
し
込

み
（
個
人
の
み
）
＝
５
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
で
生
井
ま
で
　
＊
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
抽
選

で
ペ
ア
を
決
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　
市
卓
球
協
会

　
　
生
井
　
TEL
22－

７
５
２
３

▼
日
時
＝
５
月
14
日
（
土
）　
午
前
９
時
〜

正
午
　
▼
場
所
＝
下
館
総
合
体
育
館
（
上
平

塚
）
▼
参
加
＝
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
当
日

会
場
で
受
付
　
▼
参
加
費
＝
大
人
の
み
１
０
０

円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　
▼
内
容
＝
全
個
人

戦
　
輪
５
本
で
点
数
を
競
う
　
▼
主
催
＝
下
館

輪
投
げ
の
会

■
問
い
合
わ
せ

　
下
館
輪
投
げ
の
会
（
五
所
公
民
館
内
）　

　
大
和
田
　
TEL
22－

６
１
３
０

▼
開
催
日
＝
３
月
13
日
〜
14
日
　
▼
会
場
＝

富
士
ノ
宮
球
場

▼
優
勝
　
関
城
東
ク
ラ
ブ
　
▼
準
優
勝
　
関

城
ム
テ
キ
ン
ズ
　
▼
第
３
位
　
球
愛
ク
ラ
ブ

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
大
形
野
球
少
年
団

　▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
年
１
回
健
診
等
を

受
け
て
い
て
、
運
動
す
る
こ
と
に
支
障
の
な

い
人
　
▼
日
時
＝
月
２
回
（
月
曜
日
）
午
前

10
時
〜
午
前
11
時
30
分
　
▼
場
所
＝
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
＝
ス
ト
レ
ッ
チ
、

レ
ク
ダ
ン
ス
、
タ
オ
ル
体
操
な
ど
　
▼
用
意

す
る
も
の
＝
上
靴
、タ
オ
ル
、
運
動
で
き
る
服

装
、
飲
み
物
　
▼
募
集
人
員
＝
先
着
１
０
０

名
　
▼
申
し
込
み
＝
５
月
16
日（
月
）
〜
５
月

27
日
（
金
）
ま
で
の
土
・
日
を
除
い
た
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
下
館
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
株
式
会
社
麗
都
商
事
様
　
青
少
年
健
全
育

成
の
た
め
に
５
０
０，
０
０
０
円

【
善
意
銀
行
】

▼
寄
付
金
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

下
館
聖
母
幼
稚
園
様
　
１
５，
７
３
５
円
／

下
館
聖
母
幼
稚
園
卒
園
生
様
　
３
８，
５
１
４

円
／
民
謡
講
座
様
　
１，
９
４
６
円
／
田
中

忍
様
（
末
広
町
）　
６
０，
０
０
０
円
／
川
島

蘭
友
会
様
　
７，
２
０
０
円
／
下
館
法
人
会
下

館
地
区
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
様
　
７
５，

５
１
３
円
／
本
城
町
婦
人
会
様
　
５，
０
０

０
円
／
川
島
小
学
校
平
成
15
年
度
卒
業
生
一
同

様
　
６，
１
７
８
円

▼
寄
付
品

㈱
ナ
カ
ザ
ワ
様
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
タ

オ
ル
１
０
０
本
／
ロ
ー
タ
リ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
第
６
２
０
地
区
第
六
分
区
六
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
様
　
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
２
組
・
ラ
ジ
カ

セ
１
台
／
深
谷
照
子
様
（
荒
町
）
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
シ
ン
グ
ル
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
10
本

／
竹
島
小
学
校
様
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
プ
ラ
ン
タ
ー
10
個
／
下
館
巴
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
様
　
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
タ

オ
ル
４
０
０
本
・
む
つ
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
タ
オ
ル
１
０
０
本
／
古
奈
陽
様

（
桜
町
）
こ
と
ぶ
き
荘
老
人
ホ
ー
ム
へ
米
10

㎏
・
海
苔
10
帖

　　　　　　今月の納税
軽自動車税（１期）・国民健康保険税（１期）
　納期：５月３１日（火）

　納税に便利な口座振替をご利用くださ
い。手続きは、金融機関の届出印を持参の
うえ、市収税課または市内の金融機関（郵
便局は除く）で。

問い合わせ

市収税課管理係　内線444

　　　　自動車税は納期限までに
　　　　　納めましょう

　　納期：５月３１日（火）

　　身体障害者等の方で一定の要件を満た
　す場合は、申請により税を減免する制度
　があります。納期限までに減免の申請を
　してください。

問い合わせ
茨城県筑西県税事務所

TEL２４－２２１１ 内線265・266
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TEL 0296 -24 -2111

広
報
筑
西
 ピ
ー
プ
ル

N
o.3
平
成
17
年
5
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

人口＝男56,272人　女57,327人　計113,599人　世帯数＝35,261世帯（平成17年４月１日現在）

　
今
回
の
『
広
報
筑
西
ピ
ー
プ
ル
』
、

い
か
が
で
し
た
か
。
ピ
ー
プ
ル
は
『
人

び
と
』
の
意
味
。
広
報
紙
上
の
募
集
に

よ
り
決
定
し
た
愛
称
で
す
。
ま
ち
の
主

役
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
市
民
一
人
ひ
と

り
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
ま
ち
で
生
き
生

き
と
輝
く
ピ
ー
プ
ル
を
た
く
さ
ん
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
＠
）

　
４
月
17
日
の
日
曜
日
、
波
山
先
生
と

ま
る
夫
人
の
作
品
を
撮
影
す
る
た
め
に

し
も
だ
て
美
術
館
に
向
か
う
と
、
毎
月

恒
例
『
わ
っ
し
ょ
い
市
』
の
開
催
日
。

新
鮮
野
菜
の
産
直
青
空
市
や
街
か
ど
コ

ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

が
開
か
れ
、
ア
ル
テ
リ
オ
前
は
大
勢
の

市
民
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
（
∞
）

わっしょい市会場で開催された輪投げ大
会。みんな、うまく投げられたかな。

　
先
日
、
取
材
で
近
所
に
あ
る
桑
山
神

社
の
春
の
例
祭
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る

と
、
小
遣
い
を
ね
だ
り
、
カ
バ
ン
を
投

げ
捨
て
て
、
出
店
が
楽
し
み
で
一
目
散

に
行
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
当
時
の
光
景
を
思
い
出
し
、
懐
か
し

さ
に
浸
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。  

（
も
）


